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はじめに  

 

 宮崎県社会福祉協議会では、平成８年から、毎年７月から９月までの３か月間を「み

やざきボランティア体験月間」として位置づけ、市町村社会福祉協議会（市町村ボラン

ティアセンター）やＮＰＯ・ボランティア団体の協力のもと様々なボランティア体験プ

ログラムを提供し県民のボランティア活動への参加ときっかけづくりを応援していま

す。 

 

今年度は、新型コロナウィルス感染症の影響により、様々な行事が中止となっていま

すが、本事業においても、計画の変更を余儀なくされたり、実施を目前に控えながらや

むなく中止を決めたケースが数多く見受けられました。 

 

このような中、感染予防対策を講じつつ実施された体験プログラムは２０本、プログ

ラムへの参加者は４５７人、また実施にあたり協力いただいた NPO・ボランティアの

方々は５３３人となりました。本報告書では、実施された体験プログラム２０本全てを

掲載しました。 

 

新型コロナウィルスの感染拡大により、新しい生活様式に沿った新たな暮らしが求め

られることになり、日頃から「つながり」や「助け合い」を基本として活動している私

たちにとって、戸惑いや悩みを抱えながら、新しい「支え合い」の形を模索する日々が

続いています。 

 

しかし、このような時だからこそ、誰かとつながっていること、誰かを支えることが

できること、誰かに支えられていることの大切さに気付き、「つながり」を途切れさせ

ることなく、様々な工夫をこらしながら、新しい視点でボランティア活動と向き合い、

取り組んでいくことが求められているのではないでしょうか。 

 

今後も市町村社会福祉協議会（市町村ボランティアセンター）及び NPO・ボランテ

ィアの方々と協力しながら、様々なボランティア体験プログラムを提供することにより、

県民のボランティア活動への高まり、参加につながっていけば幸いです。 

 

 最後に、体験月間に御協力いただきました各市町村社会福祉協議会やＮＰＯ・ボラン

ティアの方々をはじめ御協力をいただきました全ての方々に感謝申し上げます。 

 

令和２年１２月 

社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 
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小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般 総参加者数

本所 0
清武支所 0
田野支所 0
佐土原支所 0
高岡支所 0

本所 0
山之口支所 8 9 17

高城支所 0
山田支所 9 4 13

高崎支所 0
本所

北方支所

北浦支所

北川支所

本所

北郷支所

南郷支所

本所 0

須木支所 0
野尻支所 0

本所

東郷支所

0

8 8

14 4 18

0

0

2 2

0

5 2 63 70

0

10 10

40 40

0

0

40 40

南郷事業所 5 7 12

西郷事業所 32 32

北郷事業所 10 15 25

5 19 21 45

31 31

0

0

0

15 148 29 3 2 260 457

5 18

木 城 町

串　 　間　 　市

総 参 加 者 数

都 農 町

門 川 町

美郷町

諸 塚 村

椎 葉 村

高 千 穂 町

日 之 影 町

7665

え び の 市

国 富 町

「みやざきボランティア体験月間２０２０」～世代別参加者数～

西 米 良 村

11

五 ヶ 瀬 町

川 南 町

高 鍋 町

新 富 町

西 都 市

綾 町

三 股 町

小林市

日南市

都城市

日向市

0

高 原 町

宮崎市

延岡市 2 10 1

小学生未満

3%

小学生

32%

中学生

6%
高校生

1% 短・大学生

専門学校生

1%

一般

57%

みやざきボランティア体験事業２０２０

～世代別～

1



 



自然・
環境

参加者
数

国際交
流・多
文化共
生

参加者
数

福祉
参加者
数

防災
･安全

参加者
数

まち
づくり

参加者
数

文化･
芸能

参加者
数

複数
の
分野

参加者
数

その
他

参加者
数

プログラ
ム数

体験
プログラム
参加者数

体験
プログラム
協力者数

本所 0 0 0

清武支所 0 0 0

田野支所 0 0 0

佐土原支所 0 0 0

高岡支所 0 0 0

本所 0 0 0

山之口支所 1 9 1 8 2 17 34

高城支所 0 0 0

山田支所 1 13 1 13 3

高崎支所 0 0 0

本所

北方支所

北浦支所

北川支所

本所

北郷支所

南郷支所

本所 0 0 0

須木支所 0 0 0

野尻支所 0 0 0

本所

東郷支所

0 0 0

1 8 1 8 14

1 18 1 18 7

0 0 0

0 0 0

1 2 1 2 0

0 0 0

1 70 1 70 10

0 0 0

1 10 1 10 3

1 40 1 40 3

0 0 0

0 0 0

1 40 1 40 240

南郷事業所 1 12 1 12 1

西郷事業所 1 32 1 32 4

北郷事業所 1 25 1 25 3

1 45 1 45 8

1 26 1 5 2 31 194

0 0 0

0 0 0

0 0 0

4 125 0 0 7 177 0 0 6 62 0 0 2 53 1 40 20 457 533

　「みやざきボランティア体験月間２０２０」～分野別参加者数～

宮崎市

都城市

延岡市

日南市 0 0

小林市

日向市 1 76 761

川 南 町

串　 　間　　　市

西 都 市

え び の 市

国 富 町

綾 町

三 股 町

日 之 影 町

五 ヶ 瀬 町

プログラム数計

0

1

都 農 町

門 川 町

美郷町

諸 塚 村

椎 葉 村

高 千 穂 町

高 原 町

高 鍋 町

新 富 町

西 米 良 村

木 城 町

1 15 1 2 1 1 3 18 8

自然･

環境
27%

福祉
39%

まちづくり
13%

文化･

芸能
0%

その他
9%

複数の分野
6%

みやざきボランティア体験事業２０２０

～分野別～
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

9 9 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

7 7 名

総　　数
（体験者数+協力者数）

社　協　名 都城市社会福祉協議会山之口サテライト

（写真）

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

計

活動分野

まちづくり

　山之口地区公民館・山之口駅

　令和2年７月６日（月）

山之口駅　七夕かざり

16

　
　2か月に1回朝市が開催され、町民から
親しまれている駅舎内の清掃活動を行っ
た。
　駅舎内外のほこりや蜘蛛の巣を掃き、
窓掃除、駅周辺の木の葉拾いなど、細か
なところまで目を配り取り組んだ。
　最後は七夕飾り作成に協力いただいた
団体の方々の短冊や飾りを笹へ一つ一つ
飾りつけ駅舎内の設営を行った。
　掃除を終え、七夕飾りを置いたことで
駅舎が一段と賑やかになった。
　当初、児童や高齢者の方々の活動体験
も予定していたが新型コロナウィルス感
染症の影響により実施できなかったこと
が残念だった。

活動の
様子など

ボランティア体験
プログラム名

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

実施日

活動場所
(建物名等)

協 力 団 体

　山之口駅の七夕飾りの飾り付けや清掃を通して町おこし
することを目的に、清掃や七夕飾りの活動を体験する。

　山之口地区更生保護女性会・麓小学校・山之口小学校・富吉小学校・
　山之口中学校・山之口指定通所介護事業所

3



みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

8 8 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

27 27 名

社　協　名 都城市社会福祉協議会山之口サテライト

ボランティア体験
プログラム名

県下一斉清掃
清掃ボランティア

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　シルバーヤングふれあいの館内の環境美化を通して、清
掃ボランティアを体験する。

活動分野

複数の分野

実施日 　令和2年７月２４日（金）

活動場所
(建物名等)

　シルバーヤングふれあいの里　館内

協 力 団 体 　山之口地区ボランティア連絡協議会

総　　数
（体験者数+協力者数） 35

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

活動の
様子など

 　新型コロナウィルス、感染予防の観点から
活動場所を変更し、シルバーヤングふれあい
の館で実施した。
　当日は、感染予防につとめながら、建物、
ゲートボール場の清掃活動を行った。
　活動体験を行った小学生は、ボランティア
の方々に掃除の仕方を教わりながら窓、窓の
さん拭き、ブラインドの清掃など、細かなと
ころまで丁寧に作業していた。
　また、ゲートボール場の草取り、落ち葉拾
いも取り組んだ。

（写真）
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

9 4 13 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

3 3 名

社　協　名 都城市社会福協議会山田サテライト

ボランティア体験
プログラム名 心と心のふれあいボランティア

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　コロナ禍で思うようにボランティア活動が出来ない中、
地域の方々や支援を必要とする方々とのつながりを絶やさ
ないことを目的に高齢者施設へ家族からの手紙を代読、ビ
デオレターにして送る活動やランチョンマットを作成しプ
レゼントする活動を実施した。

活動分野

福祉

実施日 　令和2年９月８日（火）

活動場所
(建物名等)

　山田総合福祉センター

協 力 団 体 　山田子どもボランティア「ひまわり隊」

総　　数
（体験者数+協力者数） 16

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

活動の
様子など

　コロナ禍で各入所施設が敬老行事を取りや
め、家族との交流も出来ないため、子どもた
ちが中心となり、家族からのメッセージを代
読しビデオレターにして送る活動を行った。
　又、ランチョンマットを作成し、メッセー
ジを添えプレゼントした。
　交流が制限される中で「今、自分たちにで
きること」という思いで取り組んだが、施設
入所者の方々からは大変喜ばれ、新しい形で
のボランティア活動ができた。

 （写真）
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

2 10 3 15 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

8 8 名

社　協　名 延岡市社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名

ボランティア体験
～ブラックバス釣り駆除活動～

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　ボランティアに関心のある方に対して、地域のボラン
ティアグループ等での体験を通じて、ボランティア活動へ
のきっかけづくりを提供する。

活動分野

自然・環境

実施日 　令和2年８月2日（日）、16日（日）、9月6日（日）、20日（日）

活動場所
(建物名等)

　西階公園金堂ケ池

協 力 団 体 　ＮＰＯ法人金堂ケ池を美しくする会

総　　数
（体験者数+協力者数） 23

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

活動の
様子など

　当日は、活動経験者から釣り針の状態を見
ていただいたり、ブラックバスのいそうな場
所等を教えてもらいながら楽しく活動をでき
た。
　一度だけの参加ではなく、親子で毎回参加
する方もいらっしゃり、ブラックバス駆除活
動について多くの方に知っていただくきっか
けとなった。

（写真）
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

1 1 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

0 名

社　協　名 延岡市社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名

ボランティア体験
～花壇の手入れ・苗植え～

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　ボランティアに関心のある方に対して、地域のボラン
ティアグループ等での体験を通じて、ボランティア活動へ
のきっかけづくりを提供する。

活動分野

まちづくり

実施日 　令和2年9月8日（火）

活動場所
(建物名等)

　延岡植物園

協 力 団 体 　フラワーフレンズ

総　　数
（体験者数+協力者数） 1

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

活動の
様子など

　延岡のまちづくりの一環として活動してい
るフラワーフレンズのボランティア体験を実
施した。
　当日は活動場所である延岡植物園や依頼が
あった家庭で花壇の手入れの仕方を教わりな
がら活動を行った。フラワーフレンズの会員
数も中々増えない中、ボランティア活動を体
験していただいたことに団体の方は「若い方
に参加していただいて本当に嬉しいです」と
喜ばれていた。

（写真）
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

1 1 2 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

0 名

社　協　名 延岡市社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名

ボランティア体験
～子ども食堂～

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　ボランティアに関心のある方に対して、地域のボラン
ティアグループ等での体験を通じて、ボランティア活動へ
のきっかけづくりを提供する。

活動分野

福祉

実施日
　子ども食堂土曜給食　　：令和2年9月5日（土）
　子ども食堂のべおか今山：令和2年9月26日（土）

活動場所
(建物名等)

　子ども食堂土曜給食：山下新天街の中・今山登り口
　子ども食堂のべおか今山：レスパイトサービスあるたすＬＣＣ

協 力 団 体
　子ども食堂土曜給食
　こども食堂のべおか今山

総　　数
（体験者数+協力者数） 2

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

活動の
様子など

　子ども食堂の運営補助として、食材の盛り
付けの手伝いを行った。土曜給食では100食
のお弁当を準備しているため、ボランティア
活動に参加していただけることにスタッフの
方も喜ばれていた。また、子ども食堂のべお
か今山では、食事の配膳やテーブルの消毒作
業等に積極的に取り組まれていた。

（写真）

8



みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

65 11 76 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

1 1 名

活動の
様子など

　高齢者の方に手紙を書いたあと、手紙に色
を塗ったりシール、色紙、マスキングテープ
等を使いながら仕上げを行った。
　小学生からは「高齢者の方が喜んでくれる
とうれしい」「次はもっと喜んでもらえる手
紙を書きたい」等の声が聞かれた。
　受け取った高齢者の方は、涙を流して喜ん
でくれた方や「お礼が言いたくて」と社協に
電話をかけてきた方もおり、大変喜んでい
た。当日は、地元ケーブルテレビの取材も入
り、後日ニュースで流れこの活動を知っても
らうきっかけづくりにもなった。

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数） 77

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年8月19日（水）

活動場所
(建物名等)

　日知屋児童クラブ・大王谷児童クラブ

協 力 団 体

社　協　名 日向市社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 元気便りボランティア

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　児童クラブを利用している児童と配食サービスを利用し
ている高齢者との手紙によるふれあい交流をとおして、人
と人とのつながりの大切さを知り、高齢者の孤独感の解消
と生活に楽しみが増えることを目的に実施した。

活動分野

福祉

9



みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

8 8 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

14 14 名

活動の
様子など

　西都市記紀の道にある西都市ボランティア
連絡協議会が管理する花壇「あいそめガーデ
ン」周辺及び記紀の道の一部を近隣地域住民
と協力して環境美化活動を行った。
　本年度は、新型コロナウイルス感染拡大防
止の観点から、活動日を複数回に分けて、3
密を回避しながら実施した。

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数） 22

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年７月１日（水）・令和2年8月25日（火）

活動場所
(建物名等)

　あいそめガーデン（記紀の道の一部/ボランティア連絡協議会管理の花壇）

協 力 団 体 　ボランティア連絡協議会構成団体、地域住民

社　協　名 西都市社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名

県下一斉ボランティア活動の日活動
「一掃キレイ！大作戦」

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　西都市内の区域をボランティア連絡協議会の構成員と地
域住民が協力して環境美化活動を行うことで活動者同士の
連帯感及び地域とのつながりを深めることを目的に実施し
た。

活動分野

自然・環境

10



みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

14 4 18 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

7 7 名

活動の
様子など

　中学校にボランティアを募集したところ、男女
各７名、計１４名の参加希望があったが、コロナ
対策として、「密」を避けるため、希望者全員が
調理体験をすることは避け、女子生徒にはカレー
の調理体験と、小学生へのマスク作りの指導体
験、男子生徒には福祉施設の環境美化活動を行っ
た。
　参加した生徒からは、「小学生との交流が出来
て良かった」「また機会があったら参加したい」
など、今後のボランティア活動に繋がる声が聞か
れた。
　また、調理指導に携わった高齢者からは「生徒
に元気をもらいました」との喜びの声があった。

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数）

　 25

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年7月28日（火）　8:30～13:00

活動場所
(建物名等)

　えびの市総合福祉センター

協 力 団 体 　加久藤中学校・えびの市高齢者クラブ連合会・市役所こども課職員

社　協　名 えびの市社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名

夏休みボランティア！
カレーの日＆手作りマスクを作ろう

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　中学生がボランティアに関心を持ち、心優しい大人へと
成長することを願い、小学生へのカレーの振舞いとコロナ
終息を願ってマスク作りを実施した。

活動分野

福祉

11



みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

2 2 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

0 名

活動の
様子など

　「ふれあいサロン」へ参加されている障が
い者の方へ体調の聴き取りや個々に合わせて
声がけを行った。また、書道では筆使い、陶
芸では土をこねる際のサポートをしながら交
流を深めることができた。
　それぞれの参加者にあった心身をケアする
方法についても理解することができた。

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数） 2

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年8月27日（木）

活動場所
(建物名等)

三股町総合福祉センター

協 力 団 体 都城医療センター附属看護学校

社　協　名 三股町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 障がい者のガイドヘルプ体験

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　『障がい者ふれあいサロン』において、様々な障がい者
の方の理解と交流を深めながら、ガイドの方法を学ぶこと
を目的に実施した。

活動分野

福祉

12



みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

5 2 63 70 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

10 10 名

活動の
様子など

　海岸に流れ着いたゴミの中には、ペットボ
トル、空き缶、ビニール等が多く、100袋ほ
どのゴミを収集することができた。当日はゴ
ミ収集車が入ったのでゴミの分別がスムーズ
にできた。皆さん汗を流しながら１時間ほど
作業を行い、海岸がきれいになった。

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数） 80

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年９月２７日（日）

活動場所
(建物名等)

　鴫野浜

協 力 団 体 　高鍋町ボランティア連絡協議会・地域住民・EAST RIVER・社協職員

社　協　名 高鍋町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 鴫野浜清掃活動

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　鴫野浜の環境保全を目的とし、ごみ拾い、分別作業の清
掃活動を行った。

活動分野

自然・環境
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

10 10 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

3 3 名

活動の
様子など

　以前から、西米良村で代々伝わる菊池の殿
様の墓地（2地区）の清掃を、地域の老人ク
ラブの方々が行っていた。今年度は、新型コ
ロナウイルス感染症拡大のため、子どもボラ
ンティアの募集は行わず、老人クラブの皆さ
んのみの作業となった。
　当日は、囲墓地と沢水墓地の二手に分かれ
落ち葉掃きを行い、榊やお神酒を供えた。
　また、コロナ対策のため、暑い中、マスク
着用での活動となったが楽しく清掃活動が実
施できた。

総　　数
（体験者数+協力者数） 13

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年8月5日（水）

活動場所
(建物名等)

　小川地区 囲墓地・澤水墓地

協 力 団 体 　小川老人クラブ　西米良村社会福祉協議会

社　協　名 西米良村社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 菊池家墓地の清掃活動体験

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　西米良村で代々伝わる菊池の殿様の歴史を若い世代に語
り継ぎ、菊池家の墓地のことを知ってもらうことを目的と
して、地域の高齢者と一緒に清掃活動を実施した。

活動分野

まちづくり
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

40 40 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

3 3 名

活動の
様子など

　聴覚障がい者の方に来ていただき、日頃
使っている言葉を交えながら手話を教えて頂
いた。子供達も積極的に質問していた。
　また、聴覚障がい者の方とコミュニケー
ションを図りながら、手話ボランティア活動
の体験をした。

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数）

１回目　２５名
２回目　１５名 43

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日
　１回目　令和２年９月１４日（月）
　２回目　令和２年９月２３日（水）

活動場所
(建物名等)

　１回目　椎木児童館
　２回目　高城児童館

協 力 団 体 　木城手話サークル「もくもく」

社　協　名 木城町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 おたのしみ・すこやか教室

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　聴覚障がい者の日常を知り理解を深めるとともに、コ
ミュニケーション手段である手話学習を行った後、聴覚障
がい者の方へ支援を行いながら手話ボランティア活動を体
験することを目的に実施した。

活動分野

福祉
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

40 40 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

240 240 名

活動の
様子など

　新型コロナウイルスの感染拡大防止に留意
しながら、平日の10時～12時と13時～15
時に別け、ボランティア発起人やその協力者
からマスク作成の手順を教わりながら作業を
分担し取り組んだ。
　マスク作成は、多い時で１日に10名程度。
ボランティアプログラム参加は、多い時で１
日に3～4名だった。
　作成したマスクは、ボランティア発起人や
その協力者を通じて、町内の高齢者施設や医
療機関に寄付されている。

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数） 280

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年7月～8月

活動場所
(建物名等)

　門川町役場南館1階

協 力 団 体 　マスクづくりボランティア発起人グループ、その協力者

社　協　名 門川町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 『マスクづくりボランティア』体験

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、医療・福祉
施設へマスクを届けることを目的にマスク作りを行う。

活動分野

その他
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

5 7 12 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

1 1 名

活動の
様子など

　
　はじめに、神門神社宮司と総代会長より、
参加生徒に活動を実施するにあたってのあい
さつ及び注意事項等が説明され、清掃活動が
開始された。
　高齢者が中学生に清掃の仕方を教えるな
ど、互いに言葉を交わし、ふれあいながら作
業が進められた。
　最初は清掃作業のやり方に戸惑っていた生
徒も高齢者と共に行ううちに作業に慣れ、ほ
うきでの作業を立派にやり遂げていた。
　清掃活動終了後、参加者が集まりお茶を飲
みながら交流し、その中で宮司から神門神社
の歴史や夏祭りその他の祭りについて語って
いただいた。その話に生徒は熱心に耳を傾け
ていた。

　

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数） 13

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年７月１３日（月）

活動場所
(建物名等)

　神門神社境内

協 力 団 体 　神門神社、美郷南学園、高齢者クラブ甦若会

社　協　名 美郷町社会福祉協議会南郷事業所

ボランティア体験
プログラム名 神門神社「夏祭り」前の清掃活動体験事業

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　高齢者との交流を通して、ボランティアの意義を学ぶこ
とや、地域の伝統文化を若い世代に語り継ぐ機会となるこ
とを目的に実施した。

活動分野

まちづくり
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

32 32 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

4 4 名

活動の
様子など

　心地よい秋晴れの中、たくさんのボラン
ティアの方に集まっていただいた。
　活動では、清掃を行いながら会話も弾み、
たくさんの笑顔を見ることができた。
　窓ガラスも、とてもきれいになり、ボラン
ティアに参加した皆さんも、満足そうな様子
だった。また、施設に対する愛護を高めるこ
とができた。

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数） 36

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年９月２８日（月）

活動場所
(建物名等)

　すぱーく西郷

協 力 団 体 　美郷町西郷高齢者クラブ

社　協　名 美郷町社会福祉協議会　西郷事業所

ボランティア体験
プログラム名 屋内スポーツ施設の清掃ボランティア体験

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　環境ボランティアの機運を高め、施設の愛護に努めるこ
とを目的に屋内スポーツ施設において、窓拭きやゴミ拾い
の清掃ボランティア活動の体験を実施した。

活動分野

自然・環境
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

10 15 25 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

3 3 名

活動の
様子など

　日頃から、地域の居場所づくりのために活
動しているボランティアの方に教わりなが
ら、高齢者の方と子どもたちが一緒になって
七夕飾りを作成し、会場の飾りつけを行っ
た。
　新型コロナ感染予防の観点から、手洗い、
うがい、消毒、マスク着用を徹底し、作業の
際はソーシャルディスタンスを取りながら進
めた。
　例年に増して、にぎやか七夕飾りの会場が
完成した。通行していく方も立ち寄って七夕
飾りを眺めたりまた、空き店舗で過ごす人が
増えたことで地域の方が集える居場所となっ
ている。

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数） 25

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年7月1日（水）

活動場所
(建物名等)

　空き店舗(北郷宇納間地区）

協 力 団 体

社　協　名 美郷町社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 七夕ボランティア

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　空き店舗の活性化及び地域の方が集える居場所づくりを
推進することを目的として、まちづくりのために活動して
いる方のボランティア活動を体験した。
　プログラム体験者は七夕飾りを作成し、空き店舗の会場
設営を行った。

活動分野

まちづくり
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

5 19 21 45 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

3 5 8 名

活動の
様子など

　個人はもちろん、婦人会や会社からも寄贈があ
り、多くの村民のみなさまに取り組んでいただい
た。また、社会福祉協議会で実施している夏休み
児童預かり事業を利用している児童にもこの活動
の目的やキャップ収集の依頼を行い、夏休み期間
取り組んだ。８月２１日には自分たちが夏休み期
間に集めたキャップの数を数える時間を設け、５
１４個のキャップを集めることができた。集めた
キャップは社会福祉協議会が回収業者（有限会社
クリーン日向）に寄贈した。回収業者がキャップ
をリサイクル資源として売却し、売却益が「世界
の子どもにワクチンを日本委員会」へ寄付され、
ポリオ（小児麻痺）ワクチン購入に充てられる。

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数） 53

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年８月１日（土）～８月３１日（月）

活動場所
(建物名等)

　村内全域、諸塚村中央公民館

協 力 団 体 　諸塚村ボランティア連絡協議会、諸塚村婦人連絡協議会

社　協　名 諸塚村社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 「エコキャップ運動」推進活動

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

  ペットボトルキャップの収集をとおして世界の子どもた
ちにワクチンを届ける活動。世界の現状に目を向け、子ど
もから大人まで誰もが身近に取り組めるボランティア活動
として実施。全戸チラシを作成・配布し、キャップ収集の
協力依頼を行う。

活動分野

複数の分野
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

5 5 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

6 6 3 15 名

活動の
様子など

　椎葉村拠点施設カテリエで行われたバスボ
ム作りに活動ボランティアとして体験参加し
た。
　当日は、新型コロナ感染予防の観点から手
洗い、うがい、消毒等を徹底し進められた。
　また、保護者と子どもの活動が楽しくス
ムーズに行われるように配慮しながらお手伝
いを行った。

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数） 20

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年8月2日（日）

活動場所
(建物名等)

　椎葉村交流拠点施設カテリエ

協 力 団 体 　ボランティア連絡協議会・カテリエ職員

社　協　名 椎葉村社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 子育て中の支えになり隊

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　子育て中の保護者のリフレッシュや学びを深める機会を
促進することを目的に、研修、イベント等の運営補助のボ
ランティア活動を実施した。

活動分野

まちづくり
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みやざきボランティア体験月間2020

名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短・大学生
専門学校生 一般

26 26 名

小学生未満 小学生 中学生 高校生
短･大学生
専門学校生 一  般

179 179 名

活動の
様子など

　当日は、新型コロナの感染対策を徹底しな
がら、午前中に社会福祉協議会のサロン担当
者が時間短縮のサロンを実施した。
　ボランティア体験者は、サロンの利用者の
送迎の他に、利用者にむけて、脳トレや作品
作り等に参加できる場を自主的に企画し、運
営を行った。
　ボランティア体験者は、利用者が楽しそう
にしている姿やこの企画を喜んでいる様子を
見て、やりがいを見出していた。
　利用者からは「サロンがなかれば中々顔を
合わせる機会もなかった」という声が多く聞
かれた。
　また、ボランティアによる自主的な活動が
広がることで地域としての結束力の高まりを
感じることができた。

（写真）

総　　数
（体験者数+協力者数） 205

うち、ボランティア体験
プログラム参加者数

計

うち、ボランティア体験
プログラムを企画運営した

ボランティア数

計

実施日 　令和2年7月1日～令和2年9月30日

活動場所
(建物名等)

　地域の公民館等

協 力 団 体 　老人クラブ連合会・各サロン参加者・集落支援員等

社　協　名 椎葉村社会福祉協議会

ボランティア体験
プログラム名 生きがいづくり手伝い隊

活動の目的や
ボランティア体験者の活動内容

　高齢者と地域の方との交流を図ると共に、コロナ禍のな
か自主的な活動を通して高齢者の明日への生きがいづくり
へ繋げることを目的に、移動手段のない高齢者の方の送迎
やサロンの活動ボランティアの体験を行う。

活動分野

福祉
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宮崎県社会福祉協議会では、平成８年から、毎年７月から９月までの３か月間を「みやざ

きボランティア体験月間」として位置づけています。 

市町村社会福祉協議会(ボランティアセンター)やＮＰＯ・ボランティア団体の協力のもと、

福祉、自然・環境、まちづくりなど様々なボランティア体験プログラムを提供し、県民のボ

ランティア活動への参加ときっかけづくりを応援します。 

 

 

 

みやざきボランティア体験月間２０２０ 

 

 

 

令和２年７月１日（水）から９月３０日（水）まで 

 

 

 

社会福祉法人 宮崎県社会福祉協議会 

 

 

       

宮崎県 

宮崎県教育委員会 

宮崎県市町村ボランティア連絡協議会 

 

」 

 

市町村社会福祉協議会(ボランティアセンター)、ＮＰＯ・ボランティア団体 

 

 

趣  旨 

提唱団体 

実施団体
団 体 

みやざきボランティア体験月間２０２０ 

実施要領 

後援団体 

実施期間 

名  称 
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各市町村社会福祉協議会（ボランティアセンター）が下表の例を参考に参加される方が実

際のボランティア活動を体験できるプログラムをＮＰＯ・ボランティア団体と協力して企画

実施します。 

活動分野 種類 内容例示 

自然・環境 自然や環境を守るための活動 
道路・公園などの清掃、海浜美化活動（ごみ集め）、植樹、森林

の間伐、野鳥の保護活動、 廃油を使った石鹸作りのサポート 

など 

国際交流・ 

多文化共生 

国際交流・国際協力に関する

活動 

通訳、難民救援、技術援助、砂漠の緑化活動（植林）、海外への

食料援助、留学生支援 など 

多文化共生に関する活動 
多言語での生活・医療相談、外国人の子どもサポート、多文化

共生の理念を広げる活動 など 

福祉 

高齢者を対象とした活動 

高齢者と若者（子ども）との交流の場づくり、高齢者へのレクリエ

ーション指導及び相手、 生きがいづくりのための技能指導、友

愛訪問や散歩相手、寝たきりやひとり暮らしの高齢者への給食

サービス など 

障がい者を対象とした活動 

視覚障がい児やし体不自由者の学校などへの誘導、障がい者

へのレクリエーションまたは技能指導、 在宅障がい者への友愛

訪問・訪問介助サービス、障がい者の社会参加協力 （車イスの

提供など）、 点訳・朗読・レコーディング・手話 など 

乳幼児・児童・青少年を対象と

した活動 

赤ちゃん相談、公園などでのレクリエーション指導、子ども会の

援助・指導、児童保育、 いじめ電話相談 など 

防災・安全 

安全な生活のための活動 
地域の危険場所点検のための巡回、通学路の安全確保活動、

交通安全運動 など 

防災・被災者支援に関係した

活動 

救援物資の確保・輸送、炊き出しなどの災害時の救援、がれき・

土砂の撤去、 家屋の片付け・清掃補助、仮設住宅への引越補

助、災害復旧のための募金活動、 病院等への移送・送迎、生

活物資の提供・運送、被災地の高齢者の話し相手、 被災地の

子どもの遊び相手、復興の状況に関する情報提供、復興支援イ

ベントの企画・実施、 「火の用心」の巡回 など 

まちづくり まちづくりのための活動 
道路に花を植える、駅の自転車置き場の整理、都市と農村の交

流、地域団体のリーダーとしての活動、村おこし・地域おこしの

活動 など 

文化・芸能 
スポーツ・文化・

芸術に関係した

活動 

スポーツ 
スポーツ教室における指導、スポーツ会場の警備、スポーツ大

会の運営 など 

社会教育 各種講習会の開催サポート、情報弱者（パソコン）の支援など 

文化・芸術 
音楽家・芸術家の育成支援、市民劇団の開催、演劇の鑑賞会

の企画、伝統文化の継承と普及 など 

その他 その他の活動 生活困窮者への支援、 ボランティアのサポート など 

ボランティア体験プログラムの内容について 
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１ ボランティア体験の内容や参加者募集等の情報発信は、宮崎県ボランティアセンター

ホームページ「ぶーら・ボ～ラ」を御活用ください。（ http://www.bura-vola.org/ )  

 

２ 宮崎県社会福祉協議会は県内で実施されたボランティア体験プログラムを報告書とし

て作成し、広く情報公開してまいりますので、市町村社会福祉協議会（ボランティアセ

ンター）においては事業終了後ボランティア体験の様子を別添様式により御報告くださ

い。 

なお、報告する場合の参加者数については、ボランティア活動を体験した参加者とそ

れ以外の関係者の人数がそれぞれ分かるよう集計してください。 

御報告いただいた内容は、本会ホームページ、Facebook 上でも公開させていただく場

合がありますのであらかじめ御了承ください。 

 

※新型コロナウィルス感染症の感染状況から中止する場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施に当たっての留意事項 

【問合せ先】 

  社会福祉法人 宮崎県社会福祉協議会 地域福祉部 

   地域・ボランティア課（宮崎県ボランティアセンター） 担当：鈴木 

〒880－8515 宮崎市原町２番２２号 宮崎県福祉総合センター 本館１階 

 TEL：０９８５－２５－０５３９  FAX：０９８５－３１－６５７５ 

みやざきボランティア活動推進 

マスコットキャラクター「ボラみん」 
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たくさんの御参加、 

ありがとうございました。 

 

 

 


